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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 66,598 △8.7 1,181 △53.7 1,291 △53.1 206 △87.2

29年3月期第3四半期 72,905 △6.9 2,554 635.1 2,756 531.0 1,610 489.3

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　839百万円 （△65.5％） 29年3月期第3四半期　　2,433百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 12.74 ―

29年3月期第3四半期 99.29 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 94,552 50,371 49.5

29年3月期 107,822 51,155 44.1

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 46,843百万円 29年3月期 47,541百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

30年3月期 ― 25.00 ―

30年3月期（予想） 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 105,000 △2.6 3,000 △24.7 3,100 △24.0 1,500 △28.6 92.48

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、当第3四半期連結会計期間において、日本リライアンス株式会社の全株式(発行済み株式の80％)を
譲渡したため、同社及びその子会社である株式会社RASを連結の範囲から除外しております。

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 16,276,305 株 29年3月期 16,276,305 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 152,568 株 29年3月期 56,502 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 16,171,681 株 29年3月期3Q 16,220,525 株

（注）当社は、取締役等に対する業績連動型株式報酬制度「株式給付信託」を導入しており、当該信託が保有する当社株式を自己株式に含めて記載して

おります。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及

び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ．2「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧下さい。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、外需の拡大も背景となり、設備投資が底堅さを維持する

など、全体として国内景気は堅調に推移しました。 

それを受け、当社グループを取り巻く市場環境の中でも、国内製造業の設備関連においては、生産能力の維持

に必要な更新や、人手不足に備えた効率化・省力化のための投資について、明るい兆しを見せるものとなりまし

た。 

一方で、最大の取引先である電力業界では、徹底的な経営効率化・合理化のもと、設備投資及び修繕費の抑制

傾向が継続するとともに、昨年度の電力全面自由化開始当初におけるスマートメーターの立ち上がり需要も落ち

着いた状況となりました。 

このような経営環境のもと、当社グループは新たに「東光高岳グループ2017年度中期経営計画」を策定し、電

力システム改革を契機に、事業領域の拡大とビジネスモデルの変革を目指しております。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は電力機器事業で堅調に推移した一方、

スマートメーターの反動減があり、66,598百万円（前年同期比8.7％減）となりました。

利益面では、スマートメーターのコストダウンを着実に進めているものの売上高の減少、営業外収益の減少及

び特別損失の増加により、営業利益1,181百万円（前年同期比53.7％減）、経常利益1,291百万円（前年同期比

53.1％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益206百万円（前年同期比87.2％減）となりました。 

なお、当社グループの業績は、主力事業である電力機器事業において第４四半期連結会計期間に売上が集中す

る傾向があるため、四半期別の業績には季節的変動があります。 

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

当社の事業管理区分の変更に伴い、第１四半期連結会計期間より、従来の「計器事業」セグメントを「計量事

業」セグメントに名称変更しており、また、第２四半期連結会計期間より、「エネルギーソリューション事業」

セグメントに含まれていたメカトロニクス部門を、「情報・光応用検査機器事業」セグメントに移管しておりま

す。 

なお、平成29年11月１日付で、日本リライアンス株式会社の全株式（発行済み株式の80％)を譲渡したため、

「エネルギーソリューション事業」セグメントに含めていた同社及びその子会社である株式会社RASを、当第３

四半期連結会計期間より連結の範囲から除外しております。 

前年同期のセグメント比較情報は、事業管理区分変更後の区分方法により組み替えております。 

電力機器事業は、受変電機器及び海外工事の増加により、売上高34,741百万円（前年同期比6.9％増）、セグ

メント利益2,193百万円（前年同期比3.4％減）となりました。

計量機器事業は、上記に説明したとおり、売上高24,432百万円（前年同期比22.3％減）、セグメント利益

2,440百万円（前年同期比18.7％減）となりました。 

エネルギーソリューション事業は、日本リライアンス株式会社の事業分離及びEMS関連の売上減少により、売

上高4,026百万円（前年同期比17.5％減）、セグメント損失301百万円（前年同期はセグメント損失346百万円）

となりました。 

情報・光応用検査機器事業は、情報関連機器及び光応用検査機器の売上減少により、売上高2,289百万円（前

年同期比3.8％減）、セグメント損失404百万円（前年同期はセグメント損失82百万円）となりました。 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ13,269百万円減少し、94,552百万円となり

ました。これは主に日本リライアンス株式会社の事業分離、受取手形及び売掛金が減少したことによるものです。 

負債は、前連結会計年度末に比べ12,484百万円減少し、44,181百万円となりました。これは主に日本リライア

ンス株式会社の事業分離、支払手形及び買掛金、賞与引当金が減少したことによるものです。

純資産は、前連結会計年度末に比べ784百万円減少し、50,371百万円となりました。これは主に配当金の支払

い及び非支配株主持分の減少によるものです。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の連結業績予想につきましては、平成29年４月27日に公表しました連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,278 10,291

受取手形及び売掛金 25,637 15,004

電子記録債権 1,016 1,167

有価証券 10 －

商品及び製品 4,979 4,805

仕掛品 10,464 12,315

原材料及び貯蔵品 3,910 4,874

繰延税金資産 1,080 1,049

その他 1,350 841

貸倒引当金 △1 －

流動資産合計 60,726 50,350

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 33,510 32,257

減価償却累計額 △20,152 △19,196

建物及び構築物（純額） 13,358 13,061

機械装置及び運搬具 20,204 20,627

減価償却累計額 △16,866 △17,213

機械装置及び運搬具（純額） 3,338 3,413

工具、器具及び備品 11,073 10,925

減価償却累計額 △10,163 △9,939

工具、器具及び備品（純額） 909 985

土地 22,775 20,553

リース資産 64 15

減価償却累計額 △56 △8

リース資産（純額） 7 7

建設仮勘定 552 291

有形固定資産合計 40,941 38,313

無形固定資産

のれん 124 64

その他 3,105 2,831

無形固定資産合計 3,229 2,896

投資その他の資産

投資有価証券 1,448 1,707

長期貸付金 75 －

繰延税金資産 438 491

その他 976 794

貸倒引当金 △13 －

投資その他の資産合計 2,924 2,992

固定資産合計 47,096 44,202

資産合計 107,822 94,552
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,045 12,143

電子記録債務 1,308 391

短期借入金 6,363 3,109

リース債務 4 0

未払法人税等 904 172

賞与引当金 1,956 852

工事損失引当金 0 17

製品保証引当金 230 45

その他 5,810 6,983

流動負債合計 33,625 23,718

固定負債

長期借入金 2,500 2,170

リース債務 3 6

繰延税金負債 2,210 1,761

修繕引当金 987 1,039

環境対策引当金 556 499

製品保証引当金 1,104 867

退職給付に係る負債 14,774 13,375

その他 904 743

固定負債合計 23,041 20,463

負債合計 56,666 44,181

純資産の部

株主資本

資本金 8,000 8,000

資本剰余金 7,408 7,408

利益剰余金 32,096 31,375

自己株式 △73 △253

株主資本合計 47,431 46,529

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 417 530

繰延ヘッジ損益 △15 38

為替換算調整勘定 135 139

退職給付に係る調整累計額 △427 △394

その他の包括利益累計額合計 110 313

非支配株主持分 3,614 3,527

純資産合計 51,155 50,371

負債純資産合計 107,822 94,552
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 72,905 66,598

売上原価 59,131 53,400

売上総利益 13,774 13,198

販売費及び一般管理費 11,220 12,016

営業利益 2,554 1,181

営業外収益

受取利息 0 1

受取配当金 57 54

設備賃貸料 62 68

電力販売収益 56 57

受取補償金 77 －

その他 98 68

営業外収益合計 353 250

営業外費用

支払利息 53 42

電力販売費用 32 26

為替差損 7 7

その他 59 64

営業外費用合計 151 140

経常利益 2,756 1,291

特別利益

固定資産売却益 9 0

関係会社株式売却益 － 151

特別利益合計 9 151

特別損失

固定資産廃棄損 127 57

事務所移転費用 38 32

投資有価証券評価損 － 5

製品保証費用 － 335

関係会社株式評価損 － 42

特別損失合計 166 472

税金等調整前四半期純利益 2,599 970

法人税、住民税及び事業税 431 299

過年度法人税等 － 39

法人税等調整額 △72 △3

法人税等合計 358 335

四半期純利益 2,240 635

非支配株主に帰属する四半期純利益 630 429

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,610 206
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 2,240 635

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 157 113

繰延ヘッジ損益 109 53

為替換算調整勘定 △112 4

退職給付に係る調整額 37 32

その他の包括利益合計 192 204

四半期包括利益 2,433 839

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,831 409

非支配株主に係る四半期包括利益 601 430
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

該当事項はありません。 
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